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報告書の趣旨 

 

 愛知県がん対策推進条例（以下、「条例」という。）は、2012 年 10 月、がん対策に

関する県の責務等を明らかにするとともに、がんの予防及び早期発見の推進、がん医

療の充実その他のがん対策に関する施策の基本となる事項を定めることにより、がん

対策に関する施策を総合的かつ計画的に推進することなどを目的として制定されまし

た。 

 条例第 16 条第２項では、「県は、毎年、がん対策に関する施策の実施状況に関する

報告書を作成し、これを公表するものとする。」と定めており、この規定に基づき、2023

年度のがん対策に関する施策の実施状況をとりまとめました。 

 なお、愛知県のがん対策は、愛知県がん対策推進計画に基づき実施しており、2023

年度は、第３期愛知県がん対策推進計画（2018 年３月作成）の最終年度になります。 
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Ⅰ がん対策に関する施策実施状況の概要 

１ がんの予防・がん検診による早期発見の推進 

（１）がん検診普及啓発 

 市町村、企業等と連携し、「がん検診受診率向上に向けた集中キャンペーン月間

（10 月）」を中心にポスターを配布する等、広くがんの予防やがん検診の普及啓発

を実施しました。 

① がんに備えるチェックリストの作成・配布 

普段からがん罹患のリスクに備えることができるよう、明治安田生命保険相 

互会社の協力のもと「突然のがんに備えるチェックリスト～その時慌てないため

に～」のチラシを作成し配布しました。 

 

② がん対策推進連携企業や鉄道会社における啓発ポスターの作成・掲示 

    がん検診受診率向上に向けた集中キャンペーン月間（10 月）に合わせて、キャ

ンペーン月間の周知用ポスターを作成し、掲示して周知を行いました。 

    作成部数：1,250 部 

    配布先：連携企業（ユニー、 

スギヤマ薬品等）店舗、 

スポーツ協会、市町村等 

 

 

 

キャンペーン月間ポスター⇒ 

 

 

（２）がん検診の精度管理の向上 

   ① がん検診従事者講習事業 

がん検診の精度向上のため、各種がん検診に従事する者の資質向上を目的とし

た講習会を開催しました。また、2016 年度から胃内視鏡検査が国のがん検診の

指針に追加されていることから、がん検診の胃内視鏡検査に従事する医師に対す

る研修を開催しました。 

ア 各種がん検診従事者講習会の開催 

胃がん検診従事者講習会、大腸がん検診従事者講習会、乳がん検診従事者講

習会、細胞診従事者講習会に係る従事者講習会をオンラインで開催しました。 

期間：2024 年２月 13 日（火）から２月 28 日（水）（YouTube にて配信） 
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・胃がん検診従事者講習会（参加者（YouTube 視聴回数） 239 名） 

｢胃がん検診と消化器診療｣ 

｢ワンランク上を目指す拘りの撮影｣ 

・大腸がん検診従事者講習会（参加者（YouTube 視聴回数） 100 名） 

    「日本の大腸がん死亡率は何故、諸外国並みに減少しないのか？ ～

大腸がん検診の現状と課題～」 

「大腸癌を早期発見、治療するための大腸がん検診の重要性と内視鏡

の役割」 

・乳がん検診従事者講習会（参加者（YouTube 視聴回数） 146 名） 

  「乳房超音波検診について ―精度管理と総合判定―」 

「乳がんの疫学と乳がん検診の話題」 

・細胞診従事者講習会（参加者（YouTube 視聴回数） 54 名） 

  「肺がん検診における細胞診の役割と現状 －愛知県健康づくり推進

協議会がん対策部会での肺がん検診成績の検討結果を交えて－」 

 

イ 胃内視鏡検診従事者研修会の開催 

開催日：2024 年１月 22 日（月）～２月 12 日（月）（YouTube にて配信） 

参加者：486 名（YouTube 視聴回数） 

対象者：愛知県内市町村における胃がん検診の胃内視鏡検査に携わる医師等 

内 容：胃内視鏡検査の実施にあたり適切な体制を構築するため、胃内視鏡 

検査を実施するための留意点や偶発性対策に係る研修会を実施しまし

た。 

 

 

② がん検診精度管理委員会の開催 

前年度の市町村がん検診の実施結果やプロセス指標改善のための取組状況等

を調査・集計し、それを基に専門家で構成する委員会の意見を聴取の上、市町村

への統計情報の提供や技術的助言を実施しました。 

（乳がん検診精度管理委員会、胃がん・大腸がん検診精度管理委員会、肺がん 

検診精度管理委員会、子宮がん検診精度管理委員会を各 1回開催） 
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２ 県内どこに住んでいても病状に応じた適切ながん治療や緩和ケアを受けられるが 

ん対策の推進 

（１）がん治療の推進 

① がん診療連携拠点病院等の指定 

愛知県では、国が指定する「がん診療連携拠点病院」と県が指定する「愛知県

がん診療拠点病院」を中心に地域におけるがん医療水準の向上とがん診療連携の

強化を図っています。 

2024 年３月 31 日現在 がん診療連携拠点病院（国指定）19 病院 

がん診療拠点病院（県指定）９病院 

 
 

【愛知県内のがん診療連携拠点病院・愛知県がん診療拠点病院（2024 年３月 31 日現在）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拠点病院が有すべき機能、各病院の診療実績及び県計画の目標の達成状況につ

いては、国指定の拠点病院は 2015 年度から、県指定の拠点病院は 2016 年度から

毎年愛知県のウェブサイトに掲載しています。 
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【掲載した情報】 

・拠点病院の主な指定要件（診療機能、医療施設、人員配置等）に関する説明 

・がん診療連携拠点病院の診療実績（院内がん登録、手術、放射線治療、薬物療法

等の実績） 

・愛知県がん対策推進計画において目標数値としている診療報酬に係る施設基準 

（緩和ケア診療加算等）、医療従事者の配置（がん薬物療法専門医）等の達成状況 

 

② がん診療連携拠点病院等の取組 

都道府県がん診療連携拠点病院である愛知県がんセンターにおいて愛知県がん診 

療連携協議会を開催する等、様々な取組を行っています。 

 

③ がん診療連携拠点病院に対する補助事業 

がん診療連携拠点病院に対する補助事業を実施し、がん相談支援事業や医療従事

者に対する研修などの取組を促進しました。 
 

   【がん診療連携拠点病院等が実施する緩和ケア研修会の実績】 

   実施病院数：31 病院（開催回数：40 回） 

   受 講 者：758 名 
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３ 子どもから高齢者までライフステージに応じたがん対策の推進 

（１）がん教育の充実支援のための取組 

  ① がん教育等外部講師連携支援事業の実施 

   がんについて正しく理解し、健康と命の大切さについて主体的に考えることがで

きる子どもの育成を目的に、愛知県のがん教育のあり方や地域支援体制の検討、外

部講師の活用を図るため、協議会の開催や研修会、外部講師派遣事業を実施しまし

た。 

 

 ② がん教育外部講師リストの作成 

がんに関する科学的根拠に基づいた知識などの専門的な内容を含むがん教育を進

めるに当たっては、外部講師の活用が重要とされていることから、がん診療連携拠

点病院及び愛知県がん診療拠点病院の協力の下、2024 年度用がん教育外部講師リス

トを作成し愛知県教育委員会及び名古屋市健康福祉局に提供しました。 

 

（２）小児がん対策 

   病気療養児の教育に携わる教員や医療者等が、日頃の支援の中で困っていること

やわからないことについて、研修会にて意見交換や情報交換を実施しました。 
 

（３）ＡＹＡ世代のがん対策 

  ① 妊よう性温存治療費助成事業 

    将来自分の子どもを産み育てることを望むがん患者等に、精子や卵子等の採取・

凍結保存を行うのにかかる費用及び温存後生殖補助医療にかかる費用を助成しま

した。 

  【助成件数】 

胚（受精卵）凍結 18 件    精子凍結            47 件 

   未受精卵子凍結  22 件    精巣内精子採取術による精子凍結  1 件 

   卵巣組織凍結    2 件    温存後生殖補助医療       25 件 

 

 ② 愛知県がん・生殖医療ネットワーク等によるセミナーの開催 

   「愛知県がん・生殖医療ネットワーク」（SOFIA）において、妊よう性温存に関す

る職種間・院内外連携の現状と課題や、意思決定支援について学ぶ医療者向けセミ

ナーを実施しました。 
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（４）女性に特有のがんに係るがん対策 

「女性特有のがん対策専門会議（2013 年度開催）」による提言を踏まえ、検診の受

診推奨開始年齢の女性が多く所属する団体と連携した講演会の開催による啓発活動

や、女性が検診等を受診しやすい環境づくりのための医療機関に関する情報提供を実

施しました。 

① 大学等と連携した子宮頸がんに関する講演会の開催 

開催大学：愛知教育大学 

    開 催 日：2023 年 11 月８日（水） 

    参 加 者：愛知教育大学の学生及び教職員等 25 名 

 
② ＰＴＡ会員や女子学生等を対象に乳がん・子宮頸がん検診の啓発リーフレットや

女性が活用しやすい啓発資材としてあぶらとり紙を配布 

 
 

③ 受診の際に参考となる医療機関の情報や女性特有のがんに関する情報を愛知県

のウェブサイトに掲載 

   掲載機関数（2023 年６月現在）：213 

 

（５）働く世代のがん対策 

「がん患者就労継続支援・がん検診促進検討会議（2013～2014 年度開催）」による

提言（2015 年３月）を踏まえ、働く世代のがん検診受診率向上やがんに罹っても働

きながら治療を続けられる環境づくりに向けた啓発活動を実施しました。 

① 働く世代のがん対策講演会の開催 

     がんの予防、早期発見や治療と就労の両立をテーマとしたがん専門医やがん治療

経験者による講演を企業と連携し開催 

ア 企 業 名：アルプススチール株式会社 

開 催 日：2023 年５月 17 日（水） 

参 加 者：従業員 13 名 

   イ 企 業 名：愛知製鋼株式会社 

     開 催 日：2023 年８月２日（水） 

参 加 者：従業員 111 名 

 

② 「あいち地域治療と仕事の両立支援推進チーム会議」の参画 

地域の実情に応じた治療と仕事の両立支援のための取組の促進が図られるよう、

地域の関係機関及び関係者により構成された「あいち地域治療と仕事の両立支援推
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進チーム会議」に参画し、連携を図りました。 

  チーム構成：愛知県医師会、愛知県経営者協会、日本労働組合総連合会愛知県連合

会、愛知県社会保険労務士会、全国健康保険協会愛知支部、愛知産業

保健総合支援センター、愛知県（労働局、保健医療局、福祉局）、名

古屋市 等 

 事 務 局：愛知労働局労働基準部健康課 

 

③ 「仕事と治療の両立支援セミナー及び個別相談会」の実施 

     中小企業の経営者や人事労務担当者等を対象として、治療と仕事の両立支援セミ

ナー及び個別相談会を県内２か所（名古屋会場：2023 年 12 月６日（水）、刈谷会場：

2024 年１月 23 日（火））で開催しました。 

セミナーは、治療と仕事の両立支援に関する基調講演のほか、企業における両立支

援の取組等の内容にて実施しました。個別相談会は、特定社会保険労務士、産業カ

ウンセラー等の専門家が治療と仕事の両立支援に関する個別相談を実施しました。 

 

（６）若年がん患者在宅療養支援事業 

     ０歳から 40 歳未満の終末期の若年がん患者の在宅療養を支援する市町村に対して

助成しました。 

  【実績件数】 

66 件 
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４ みんなで支え合い、がんになってもがん患者や家族が安心して暮らせる社会の実現 

（１）がん患者・家族に対する相談支援 

① ピア・サポーター養成事業 

ピア・サポート活動を周知するための講演会と、活動に必要な知識や対話技術を

学ぶ「ピア・サポーター養成研修」を患者団体に委託して開催しました。 

ア 講演会 

開 催 日：2023 年９月９日（土） 

（2023 年９月 15 日から 10 月 31 日まで YouTube で配信） 

参 加 者：51 名（YouTube 視聴回数 246 名） 

場  所：ウインクあいち（愛知県産業労働センター） 

内   容：がん体験者でありがん専門医でもある講演者が、がんとの向きあ 

い方について講演。がん体験者による体験談、ピア・サポート活 

動の紹介など 

イ 研修会（計４回） 

開 催 日：2023 年 11 月４日（土）、18 日（土）、12 月２日（土）、16 日（土） 

参 加 者：24 名    

場   所：国際デザインセンター 

内   容：がん医療の基礎知識、がんのピア・サポートとは、ピア・サポー

トのルールとマナー、対応技法（積極傾聴・応酬話法）、模擬相

談など 

 

② がん患者・家族に関する電話相談 

がん治療経験者によるがん患者・家族の悩みや疑問に対する電話相談を患者支援

団体に委託して実施しました。 

ア 電話相談事業  

市町村に広報掲載を依頼する等、県民に事業を広く周知 

実施日数：120 日 

利用者数：427 名（前年度：利用実績 410 名） 

 

③ 看護師等のためのがん患者さんのこころのケア対応研修 

   開 催 日：2023 年 12 月 17 日（日） 

   内   容：がん患者の抑うつ状態に早期に気づいて適切な対応ができるよう精 

        神心理的苦痛に対する支持的コミュニケーションスキルや対応方法 

等について学ぶ。 
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（２）アピアランスケア支援事業 

医療用ウィッグや乳房補整具等を購入したがん患者の購入費用を支援する市町村

に対して助成しました。 

  【実績件数】 

医療用ウィッグ 2,762 件 

乳房補整具    871 件 

 

（３）がん患者・家族に対する情報提供 

「がん相談支援センター」を始めとする様々な相談窓口や医療費等の制度をまとめ

た「がん患者サポートブック」と、がんに関する様々な情報に行き着くための入り口

となる「お役立ちシート」を作成し、県内の医療機関や関係団体を通じてがん患者・

家族に配布しました。 
 

①  あいちのがんサポートブック 

  作成部数：10,000 部 

 

② お役立ちシート 

  作成部数：6,400 部 

 

 

 

（４）がん罹患状況等の把握・分析 

  がん登録等の推進に関する法律（2013 年法第 111 号）に基づき、がんの診断・治

療に関する情報を医療機関から収集することで県民のがん罹患状況を把握し、がん

対策やがん研究の基礎資料とするとともに、集計結果を医療機関や県民に情報提供

しました。 

① 愛知県悪性新生物患者登録事業（全国がん登録事業） 

   医療機関から提出された届出情報について全国がん登録システムを用い審査・

突合・整理を行いました。 

 

② 愛知県がん登録情報利用等審議会の開催 

   全国がん登録情報の利用申請があり、情報提供の可否について審議するため愛

知県がん登録情報利用等審議会を開催しました。 

 ・第１回 

   開催日：2023 年６月 19 日（月） 
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   申請数：２件 

   結 果：２件とも承認 

 ・第２回 

   開催日：2023 年 12 月 19 日（火） 

   申請数：３件 

   結 果：３件とも承認 

 ・第３回 

   開催日：2024 年３月 25 日（月） 

   申請数：２件 

   結 果：２件とも承認 
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■がん罹患数・年齢調整罹患率の推移（2009 年から 2020 年） 

がん罹患数は、増加傾向からここ数年でほぼ横ばいとなり、2020 年は減少へと転じ

ました。年齢調整罹患率（人口 10 万対）は、男性はほぼ横ばいから減少傾向へ、女性

は増加傾向であったがここ数年は横ばいとなっています。 

※ 2016 年のがん罹患数は前年度より約一割増加しています。これは 2016 年に、

がん登録が地域がん登録から全国がん登録に切り替わり、病院に届出義務が課された

ため届出数が増加し、罹患数が上昇したことが要因と考えられます。 

 

 

■部位別・年齢階級別罹患率（人口 10 万対 2020 年罹患分） 

部位別・年齢階級別罹患率を見ると、男性では 55 歳以上でがんの罹患率が急増し、

部位別罹患率の第 1 位は、35-64 歳の各年齢階級は大腸がん、65-84 歳は前立腺がん、

85 歳以上は肺がんです。一方女性では、30 代から乳がん、子宮がんの罹患率が上昇し

ており、部位別罹患率の第１位は、30-74 歳の各年齢階級は乳がん、75 歳以上は大腸

がんです。 
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Ⅱ がん対策に関する施策の実施状況に係る進行管理について 

愛知県では、関係団体並びに有識者等によって構成される「愛知県健康づくり推進

協議会がん対策部会」を開催し、法律に基づき策定した「愛知県がん対策推進計画」

の目標達成状況や取組状況等を適宜報告し、評価することにより、計画の進行管理を

行うこととしています。 

下記のとおり同部会を開催し、愛知県から 2023 年度の目標達成状況、施策実施状況

及び第４期愛知県がん対策推進計画案について説明し、御意見をいただきました。 

○ 開催日 

2023 年８月 30 日（水）、11 月６日（月）、2024 年１月 24 日（水） 

○ 構成員 
 

所属・職名 氏名 

幸田町 健康福祉部 次長兼健康課長（愛知県町村会 代表） 相川 美代子 

愛知県小中学校長会 保健体育委員会 委員長 相羽 孝彦 

名古屋市立大学大学院 医学研究科 教授 明智 龍男 

名古屋大学医学部附属病院 化学療法部 教授 安藤 雄一 

一般社団法人愛知県歯科医師会 副会長 池山 正仁 

愛知県中小企業団体中央会 中小企業支援部 部長 牛丸 穣 

若年がんサバイバー＆ケアギバー集いの場 くまの間 代表 加藤 那津 

名古屋大学大学院 医学系研究科 教授 高橋 義行 

一宮市保健所 保健総務課 課長（愛知県市長会 代表） 丹羽 克成 

愛知県がんセンター 総長 丹羽 康正 

特定非営利活動法人ミーネット 理事長 花井 美紀 

藤田医科大学 医学部 放射線腫瘍科 教授 林 真也 

愛知県がんセンター研究所 がん予防研究分野 分野長 松尾 恵太郎 

衣浦東部保健所 所長（愛知県保健所長会 代表） 丸山 晋二 

一般社団法人愛知県薬剤師会 理事 森 道成 

愛知県がんセンター 副院長兼看護部長（がん看護の専門家である看護師） 山崎 祥子 

愛知県がん診療連携協議会 会長（愛知県がんセンター 病院長） 山本 一仁 

愛知労働局 労働基準部 健康課 課長 山本 祥喜 

公益社団法人愛知県医師会 理事 横山 正 
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Ⅲ がん対策に関する目標の進捗状況及び各施策の実施状況 

（第３期がん対策推進計画の進捗状況） 
 
♦全体目標 
１ がんの予防、早期発見、治療等様々な取組を行い、がんで亡くなる人を減らす 

がんの年齢調整死亡率の減少（第１期計画からの継続目標） 
 

目標指標 
第 2期計画策定時 

(2012 年) 

第 3 期計画策定時 

(2017 年) 
2023 年度 目 標 

年齢調整死亡率 

（75 歳未満） 

人口 10 万対 

男性 107.1 

女性  61.3 

（2010 年値） 

男性 92.4 

女性 59.5 

（2015 年値） 

男性 77.0 

女性 52.2 

（2022 年値） 

男性 83.2 

女性 56.5 

(2021 年値) 

データ元：国立がん研究センターによる           （注）人口 10万対(1985 年日本モデル人口による調整)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       男性の年齢調整死亡率の推移 （75 歳未満、人口 10 万対） 
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女性の年齢調整死亡率の推移 （75 歳未満、人口 10 万対） 
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２ 住み慣れた地域で暮らすがん患者や家族を支援し、自宅で治療が続けられるがん患者を増やす 
自宅で治療を続けられるがん患者の割合の増加 
 

目標指標 
第 2期計画策定時 

(2012 年) 

第 3 期計画策定時 

(2017 年) 
2023 年度 目 標 

がん患者の自宅に 

おける死亡割合 

6.5％ 

(2011 年値) 

10.8 % 

（2016 年値） 

23.4% 

（2022 年値） 

14.0％ 

(2022 年値) 

データ元：厚生労働省「人口動態統計」 
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♦個別目標 

１ がんの予防の推進 
（１）喫煙対策の一層の推進 

目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

成人の喫煙率の低減 

男性 26.1% 

女性 6.4% 

（2016 年度） 

男性 24.5% 

女性 5.8% 

（2022 年度） 

男性 17.0%以下 

女性 4.0%以下 

(2022 年度) 

データ元：愛知県「生活習慣関連調査」 

 
取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・禁煙が健康に及

ぼす影響等がんの

予防のための正し

い知識の周知を図

る。 

 
・「世界禁煙デー」及

び「禁煙週間」に

おける街頭啓発等

の実施  
・たばこ対策指導者

養成講習会の開催  
・保健所による健康

教育の実施 
 

     

・喫煙者の禁煙へ

の取組を支援する

とともに、受動喫

煙防止の取組を実

施する。 

 
・受動喫煙防止対策

研修会の開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・受動喫煙防止対策

実施施設の認定  
・県ホームページで

の禁煙治療保険適

用医療機関等の情

報提供  
・禁煙支援のための

リーフレットの配

布 
 

 
・改正健康

増進法施

行に伴う

新制度説

明会の開

催 
・改正健康

増進法施

行に関す

るリーフ

レットや

ちらしの

作成・配布 
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（２）食生活、運動習慣とがんの予防に関する知識の周知 
目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

1 日野菜摂取量の増加 

（※１） 

254g 

（2013～2016 年） 

251.7g 

（2016～2019 年） 

350g 

(2022 年度) 

運動習慣者

の割合の増

加（※２） 

20 歳 

から 

64 歳 

男性 27.4% 

女性 23.5% 

（2016 年度） 

男性 30.3% 

女性 21.1% 

（2022 年度） 

男性 31.0%以上 

女性 27.0%以上 

(2022 年度) 

65 歳 

以上 

男性 50.8% 

女性 45.8% 

（2016 年度） 

男性 50.0% 

女性 44.6% 

（2022 年度） 

男性 56.0%以上 

女性 54.0%以上 

(2022 年度) 

データ元：※1厚生労働省「国民健康・栄養調査(愛知県分)」（30単位地区以上となるよう4年分のデータを用いている。） 

※2愛知県「生活習慣関連調査」 

 
 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・食生活、飲酒、運

動及びその他の生

活習慣が健康に及

ぼす影響に関する

正しい知識の周知

を図る。 

 
・県ホームページに

食生活改善に関

する情報を掲載 
 
・食育推進協力店事

業の実施 
 
・パンフレットによ

る啓発・広報 
 
・食生活改善推進員

指導者養成研修

会の開催 
  
・健康づくりリー

ダー養成委託事業 
 
・あいち健康マイ

レージ事業    
・健康づくりチャレ

ンジ推進事業の

実施 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・食生活改

善支援事

業の実施 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(新型ｺﾛﾅｳｲ

ﾙ ｽ感染症

の た め 中

止) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・食生活改

善推進員指

導者養成研

修会の開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・バランス

の良い食事

を選択でき

る環境づく

りの推進 
 

 

 
 
 
（３）細菌・ウイルス感染とがんの予防に関する知識の周知 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・細菌・ウイルス

感染とがん予防に

関する知識の周知

を図る。 

 
・県ホームページ

にヒトパピローマ

ウイルスと感染症

の予防接種（HPV
ワクチン）に関す

る情報を掲載 
 
・県ホームページに

肝炎ウイルス感染

と肝がんの関係に

ついて掲載 
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・肝炎ウイルス検査

の受診勧奨の啓発

資料の作成・配布 
 

・肝炎ウイルス陽

性者の医療機関へ

の受診勧奨の実

施、未受診者を減

らす。 

 
・県保健所による

肝炎検査陽性者

への基本事項説

明と医療機関受

診勧奨 
 
・県保健所におけ

る陽性者の初回の

医療機関受診状況

を、専門医療機関

からの報告を付加

すること等により

未受診者を確実に

把握 
 
・医療機関での初

回精密検査及び定

期検査費用の助成

による受診促進 
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２ がんの早期発見の推進 
（１）がん検診の受診率、精密検査受診率の向上 
【愛知県】 

目標指標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

がん検診受診率の

向上 

胃がん     9.1% 

肺がん    14.9% 

大腸がん  15.7% 

乳がん    26.5% 

子宮頸がん 29.2% 

(2015 年度) 

胃がん     7.3% 

肺がん     7.0% 

大腸がん   7.3% 

乳がん    14.7% 

子宮頸がん 17.0% 

(2021 年度) 

胃がん    50.0% 

肺がん    50.0% 

大腸がん  50.0% 

乳がん    50.0% 

子宮頸がん 50.0% 

(2021 年度) 

精密検査受診率の

向上 

胃がん     78.7% 

肺がん     77.3% 

大腸がん   69.5% 

乳がん     84.9% 

子宮頸がん 66.3% 

(2014 年度) 

胃がん    84.3% 

肺がん    82.6% 

大腸がん  70.9% 

乳がん    88.0% 

子宮頸がん 67.0% 

(2020 年度) 

胃がん    90.0% 

肺がん    90.0% 

大腸がん  90.0% 

乳がん    90.0% 

子宮頸がん 90.0% 

(2020 年度) 
データ元：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 

（40 歳から 69 歳を対象として算定。ただし、胃がんは 50歳から 69 歳を、子宮頸がんは20 歳から 69 歳を対象とする。） 

 
【全国】 

目標指標 2017 年度 2023 年度 

がん検診受診率の

向上 

胃がん       6.3% 

肺がん      11.2% 

大腸がん    13.8% 

乳がん     20.0% 

子宮頸がん  23.3% 

(2015 年度) 

胃がん       6.5% 

肺がん       6.0% 

大腸がん     7.0% 

乳がん     15.4% 

子宮頸がん  15.4% 

(2021 年度) 

データ元：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 

（40 歳から 69 歳を対象として算定。ただし、胃がんは 50歳から 69 歳を、子宮頸がんは20 歳から 69 歳を対象とする。） 

 
 
 
＜参考：国民生活基礎調査（3年に 1回の抽出調査）＞  
 【愛知県】 

目 標 指 標 2017 年度 2023 年度 

がん検診受診率の

向上 

胃がん      39.0% 

肺がん      40.9% 

大腸がん    37.8% 

乳がん     41.7% 

子宮頸がん  38.6% 

(2013 年度) 

胃がん      41.1% 

肺がん      48.5% 

大腸がん    46.3% 

乳がん     45.5% 

子宮頸がん  40.5% 

(2022 年度) 

 
 
【全国】 

目 標 指 標 2017 年度 2023 年度 

がん検診受診率の

向上 

胃がん      39.6% 

肺がん      42.3% 

大腸がん    37.9% 

乳がん     43.4% 

子宮頸がん  42.1% 

(2013 年度) 

胃がん      41.9% 

肺がん      49.7% 

大腸がん    45.9% 

乳がん     47.4% 

子宮頸がん  43.6% 

(2022 年度) 

 

40 歳から 69 歳を対象として算定。ただし、子宮頚がんは、20 歳から 69歳を対象とする。 

40 歳から 69 歳を対象として算定。ただし、子宮頚がんは、20 歳から 69歳を対象とする。 
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取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・市町村、医療保険

者、検診機関等との

連携を推進し、がん

検診の受診率及び

精密検査受診率の

向上を図る。 

 
・がん検診の受診促

進のためのリーフ

レットの作成・配

布 
 
・検診対象に応じた

ポスターや啓発資

材の作成・配布 
 
・10 月の「がん検

診受診率 50％達

成に向けた集中

キャンペーン月

間」を中心に、が

ん検診の普及啓発

のための街頭啓発

活動等を実施 
 
・市町村、がん対策

推進連携企業及び

鉄道会社において

がん検診啓発ポス

ターの掲示を実施 
 

・がん対策推進連携

企業の拡大 
 

 
 
 
 
 
・ポスター

や啓発資

材の作

成・配布 

 
 
 
 
 
 
 
 
(新型ｺﾛﾅｳ

ｲﾙｽ感染

症のため

中止) 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
（２）がん検診の精度管理の向上 

目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

がん検診の精度管理の

向上 

（要精検率の許容値を

満たす市町村数の増

加） 

胃がん   44市町村 

肺がん   43市町村 

大腸がん  29 市町村 

乳がん   48市町村 

子宮頸がん 14 市町村 

(2014 年度) 

胃がん   51市町村 

肺がん   50市町村 

大腸がん  33 市町村 

乳がん   50市町村 

子宮頸がん 12 市町村 

(2020 年度) 

全市町村 

 (2020 年度) 

データ元：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」  

（40 歳から 69 歳を対象として算定。ただし、胃がんは 50歳から 69 歳を、子宮頸がんは20 歳から 69 歳を対象とする。） 

（注）許容値は厚生労働省「今後の我が国における検診事業評価の在り方について」報告書によりしめされた許容値とします。 

 
取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・がん検診精度管

理委員会を開催

し、市町村におけ

るがん検診の実施

方法の改善や精度

管理の向上等に取

り組む。 

・胃がん、肺がん、

大腸がん、乳がん、

子宮がんの精度管

理委員会を開催  
・市町村に対する技

術的助言を実施  
・市町村チェック

リストによる自己

点検結果を県ホー

ムページに掲載 

 
 
 
 
 
 
 
・市町村及

び集団検

診実施機

関による

チェック

リストの

自己点検
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結果を県

ホ ー ム

ページに

掲載 

・がん検診の精度

の向上のため、検

診従事者の資質向

上に関する講習会

等を開催する。 

・がん検診従事者講

習会の実施（胃が

ん・大腸がん・乳

がん・細胞診） 
 
 
 
 
・がん検診に従事す

る医師向けの胃内

視鏡検診に係る研

修会を開催 
 

・がん検診

従事者講

習会の実

施（大腸

がん・乳

がん） 

・がん検診

従事者講

習会の実

施（胃が

ん・大腸が

ん・乳が

ん・細胞

診） 
 

 
 
 
 
 

  

 
 
（３）職域におけるがん検診について 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・国が策定する予

定の「職域におけ

るがん検診に関

するガイドライ

ン（仮称）」につ

いて、企業や関係

機関へ適切な情

報提供を行い、職

域での普及を図

る。 
 

・国が策定した「職

域におけるがん検

診に関するマニュ

アル」について、

企業や関係機関へ

情報提供 
 
・市町村がん検診

実施機関情報を

協会けんぽ等に

提供 

 

  

  

・市町村、医療保

険者等と協働し

て、市町村が主体

となるがん検診

と職域の特定健

康診査等との同

時実施を推進す

る。 
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３ がん治療の推進 
 （１）手術療法、放射線療法、薬物療法及び免疫療法等の更なる推進並びにチーム医療を担う専門的

な医療従事者の育成  
目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

日本臨床腫瘍学会認

定のがん薬物療法専

門医を配置するがん

診療連携拠点病院等 

20/26 病院 

（76.9％） 

(2017 年 9 月 1 日現在) 

24/28 病院 

（ 85.7 ％） 

(2023 年 9 月 1 日現在) 

全てのがん診療連携拠

点病院等 

(100％) 

(2023 年) 

日本医療薬学会認定

のがん専門薬剤師を

配置するがん診療連

携拠点病院等 

19/26 病院 

（73.1％） 

(2017 年 9 月 1 日現在) 

21/28 病院 

（ 75.0 ％） 

(2023 年 9 月 1 日現在) 

全てのがん診療連携拠

点病院等 

(100％) 

(2023 年) 
データ元：がん診療連携拠点病院等現況報告書、愛知県がん診療連携拠点病院等現状調査 

 
取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・愛知県がん診療

連携協議会を開催

する等がん診療連

携拠点病院等の連

携強化を図る。 
 
・がん診療連携拠

点病院等におい

て、集学的治療を

一層推進し、粒子

線治療等に関し

て、適応のあるが

ん患者が適切に紹

介されるよう取組

を進める。 
 
・がん医療に携わ

る専門的な医療従

事者の育成を行う

とともに、多職種

が協働して機能す

るチーム医療を推

進する。 

 
・新たな国の拠点

病院整備指針に基

づき国へ指定候補

病院を推薦（審査

において目標指標

の充足状況を確

認） 
 
 
 
・県指定の拠点病

院の位置づけを検

討し、新基準で指

定（審査において

目標指標の充足状

況を確認） 
 
 
 
・愛知県がん診療

連携協議会、同看

護部会、同クリニ

カルパス部会、同

緩和ケア部会、同

院内がん登録部

会、同相談支援部

会、同 PDCA サイ

クル部会の開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・陽子線治療に関

する講演会の開催 
 
 

 
・国指定病

院を 19 か

所設置 
 
・経過措置

期間１年

の病院を

国へ指定

更新推薦 
 
・県指定病

院を８か

所設置 
 
・経過措置

期間１年

の病院の

指定更新 
 
・愛知県が

ん診療連

携協議会、

同看護部

会、同緩和

ケア部会、

同相談支

援部会、同

PDCA サ

イクル部

会の開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・愛知県が

ん診療連

携協議会、

同看護部

会、同クリ

ニカルパ

ス部会、同

緩和ケア

部会、同院

内がん登

録部会、同

相談支援

部会、同

PDCA サ

イクル部

会の開催 
 
 
 

・県指定病

院を９か

所設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・新たな国

の拠点病

院整備指

針に基づ

き国へ指

定候補病

院を推薦 
 
 
 
・県指定の

拠点病院

の位置づ

けを検討

し、新基準

で指定 

 
 
 
 
 
・指定期間

１年の病

院を国へ

指定更新

推薦 
 
 
 
 
 
・指定期間

１年の病

院の指定

更新 
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・がん診療連携拠

点病院等と協力し

て、所属する医療

従事者に関する情

報提供に努める。 

・国指定、県指定

拠点病院の専門的

な医療従事者の配

置状況を県ホーム

ページに掲載 

   

  

・手術療法や免疫

療法等の専門的な

学会の最新の情報

について、必要に

応じて周知等を行

う。 

 
・国からの情報を

適宜、がん診療連

携拠点病院等に周

知 
   

  

 
 
（２）外来における放射線療法及び薬物療法の推進 

目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

がん診療連携拠点病院

等以外で、外来化学療

法加算１を算定できる

医療機関を複数設置す

る医療圏 

 7/12 医療圏 

(58.3％) 

（36 医療機関） 

(2017 年 9 月 1 日現在) 

 9/11 医療圏 

(81.8 ％) 

（36 医療機関） 

(2021 年 9 月 1 日現在) 

全ての医療圏 

（100％） 

(2023 年) 

データ元：施設基準の届出受理状況、愛知県がん診療連携拠点病院等現状調査 

 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・がん診療連携拠

点病院等における

さらなる外来放射

線療法及び薬物療

法を推進する。 

 
・新たな国の拠点

病院整備指針に基

づき国へ指定候補

病院を推薦（審査

において目標指標

の充足状況を確

認）（再掲） 
 
 
・県指定の拠点病

院の位置づけを検

討し、新基準で指

定（審査において

目標指標の充足状

況を確認）（再掲） 
 
  
・国指定・県指定

拠点病院の薬物療

法に係る診療実績

を県ホームページ

にて公開 
 
・陽子線治療を県

民に周知するた

め、講演会を開催

（再掲） 
 

   

 
・新たな国

の拠点病

院整備指

針に基づ

き国へ指

定候補病

院を推薦

（再掲） 
 
・県指定の

拠点病院

の位置づ

けを検討

し、新基準

で指定（再

掲）  
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・がん診療連携拠

点病院等と地域の

連携する医療機関

との連携を推進す

る。 

 
・愛知県がん診療

連携協議会クリニ

カルパス部会の開

催（再掲）  

 
・愛知県が

ん診療連

携協議会

クリニカ

ルパス部

会の開催

（再掲） 

 
 
 
 

  

 
 
（３）がんゲノム医療の推進 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・国は、ゲノム情

報等を活用し、

個々のがん患者に

最適な医療を提供

するため、がん診

療連携拠点病院の

指定要件を見直す

等段階的に体制整

備を推進するた

め、遺伝カウンセ

リング外来の設置

等がんゲノム医療

の体制整備を進め

る。 

・がんゲノム医療

中核拠点病院等の

設置 

 
 
 
 
 
・がんゲノ

ム医療中

核病院、

がんゲノ

ム医療病

院、連携

病院の設

置 

  

  

・がんゲノム医療

を推進するには、

県民の方にがんゲ

ノム医療の理解を

深める必要がある

ため、普及啓発に

努める。 
 

・国からの情報を

適宜、がん診療連

携拠点病院等に周

知 

・県ホーム

ページに

て県民へ

情報提供 

 

 

  

 
 
（４）希少がん、難治性がん対策 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・国は希少がんに

関する情報の集

約・発信を行うた

め、「がん相談支援

センター」等と連

携しながら、がん

患者や家族に対し

情報提供を行う。 

 
・国の動向を注視 
 
・国からの情報を

適宜、がん診療連

携拠点病院等に周

知 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  

・患者の集約や施

設の専門化等の状

況を踏まえ、希少

がんに対応できる

病院とがん診療連

携拠点病院等との

連携を推進する。 
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・国は、難治性が

んの患者に有効性

の高い診断法、早

期発見法、治療法

を提供するための

体制づくりを進め

るため、「がん相談

支援センター」等

と連携しながら、

情報発信に努め

る。 
 

 

 
 
（５）がん患者リハビリテーションの推進 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・国のがん診療連

携拠点病院等に

おけるリハビリ

テーションのあ

り方についての

検討結果を踏ま

え、がん診療連携

拠点病院等での

普及に努める。 
 

 
 
 
・国からの情報を

適宜、がん診療連

携拠点病院等に周

知 
   

  

 
 
（６）支持療法の推進 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・国が作成する支

持療法に関する診

療ガイドラインに

ついて、がん診療

連携拠点病院等の

医療機関での実施

につながるよう周

知を行う。 
 

 
 
 
 
・国の動向を注視    
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４  緩和ケアの推進 
（１）緩和ケア研修会による人材育成 

取組の方向性 2018 年度 2019
年度 

2020
年度 

2021
年度 

2022
年度 

2023 
年度 

・がん診療連携拠点病院等は、

研修会の受講状況を把握す

るとともに、積極的な受講勧

奨を行う。 

 
・がん診療連携拠点病院等が

行う緩和ケア研修会の実施を

支援 
・愛知県がん診療連携協議会

緩和ケア部会の開催（再掲） 
 

     

・今後、国は、看護師、薬剤

師等の医療従事者の受講が可

能となるような研修会の内容

等を検討するとしているた

め、それに合わせ、多くの医

療従事者が緩和ケアに関する

知識を習得できるように努め

る。 

・医療従事者の受講が可能な

内容に開催指針が改正された

ため、がん診療連携拠点病院

等緩和ケア研修会担当者を対

象に、改正内容についての説

明会を実施 

   

  

 
 
（２）緩和ケア提供体制の充実 

目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

緩和ケア診療加算を算

定できる緩和ケアチー

ムを設置するがん診療

連携拠点病院等 

13/26 病院 

(50.0％) 

(2017 年 9 月 1 日現在) 

25/28 病院 

(89.3 ％) 

(2023年11月1日現在) 

全てのがん診療連携拠

点病院等 

(100％) 

(2023 年) 

データ元：がん診療連携拠点病院等現況報告書、施設基準の届出受理状況、愛知県がん診療連携拠点病院等現状調査 

 
取組の方向性 2018 年度 2019 

年度 
2020 
年度 

2021 
年度 

2022 
年度 

2023 
年度 

・がん診療連携拠点病院等に

おいて緩和ケア診療加算を算

定できる緩和ケアチームの設

置を目指し、県内どこに住ん

でいても一定の緩和ケアを受

けられるようにする。 

・がん診療連携拠点病院等が

行う緩和ケア研修会の実施を

支援（再掲） 
・愛知県がん診療連携協議会

緩和ケア部会の開催（再掲） 
・国指定、県指定拠点病院の

算定状況を県ホームページに

て公開 

   

  

・緩和ケアに関する地域にお

ける連携を促進するため、愛

知県がん診療連携協議会緩

和ケア部会において、緩和ケ

ア地域連携パスを導入する

等、がん患者が住み慣れた自

宅等で安心してその人らし

く過ごすことを支援する。 
 

 
 
 
・愛知県がん診療連携協議会

緩和ケア部会の開催（再掲）    

  

・緩和ケアセンター、緩和ケ

アチーム、がん相談支援セン

ター等において相談や情報提

供を行うことにより、がん患

者や家族が不安にならずに過

ごすことができ、緩和ケアが

受けられる体制の構築を目指

す。 
 

 
 
 
・国、県の指針改正により提

供体制の強化    
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・今後、国は緩和ケアの質を

評価するための指標や基準

を確立するため、その内容を

踏まえ、がん診療連携拠点病

院等で取組を進める。 
 

 
・国の動向を注視 
 
・国からの情報を適宜、がん

診療連携拠点病院等に周知 

 
 

 
 

 
 

  

 
 
（３）緩和ケアの普及啓発 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

・市町村や医療機

関等と連携し、患

者とその家族が

痛みや精神心理

的な苦痛を感じ

ることなく過ご

すことができる

よう、緩和ケアに

関する正しい知

識の普及啓発に

取り組む。 
・がん診断時から

緩和ケアを受け

られるよう、緩和

ケ ア に 関 す る

様々な情報を発

信し、がん患者や

家族を支援する。 
 

・「あいちのがんサ

ポートブック」及

び「リーフレット」

を作成・配布 

  
 
 
 
 
 
 
 
・「あいち

のがんサ

ポ ー ト

ブック」を

作成・配布 

 

  

 
 
（４）外来緩和ケアの推進 

目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

外来緩和ケア管理料を

算定するがん診療連携

拠点病院等 

13/26 病院 

(50.0％) 

(2017 年 9 月 1 日現在) 

23/28 病院 

(82.1％) 

(2023年11月1日現在) 

全てのがん診療連携拠

点病院等 

(100％) 

(2023 年) 

データ元：施設基準の届出受理状況、愛知県がん診療連携拠点病院等現状調査 

 
取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・緩和ケア研修会

の修了者を増加

させることによ

り、地域の連携す

る医療機関にお

いて、基本的な緩

和ケアが提供で

きる体制を整備

する。 

・がん診療連携拠

点病院等が行う緩

和ケア研修会の実

施を支援（再掲） 
 
・県ホームページ

に各病院の緩和ケ

ア研修会修了者名

簿を掲載 
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・外来緩和ケア管

理料を算定でき

るがん診療連携

拠点病院等を増

やす等、県内どこ

に住んでいても

一定の外来緩和

ケアが受けられ

るように取り組

む。 

・がん診療連携拠

点病院等が行う

緩和ケア研修会

の実施を支援（再

掲） 
 
・「あいちのがんサ

ポートブック」及

び「リーフレット」

を作成・配布（再

掲） 
 
 
・国指定、県指定

拠点病院の算定状

況を県ホームペー

ジにて公開（再掲） 
 

 

・「あいち

のがんサ

ポ ー ト

ブック」

を作成・

配布（再

掲） 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
（５）在宅緩和ケアの推進 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・緩和ケア研修会

の修了者を増加

させることによ

り、地域の連携す

る医療機関にお

いて、基本的な緩

和ケアが提供で

きる体制を整備

する。 
 

 
・がん診療連携拠

点病院等が行う緩

和ケア研修会の実

施を支援（再掲） 

 

  

  

・本県の医療情報

の検索サイトで

ある「あいち医療

情報ネット」を周

知し、活用を進め

る。 
 

・「あいち医療情報

ネット」の整備 
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５ 在宅療養の推進 
（１）がん診療連携拠点病院等と地域連携について 

取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・愛知県がん診療連

携協議会やその部

会を活用し、意見

や情報交換等を図

りながら、地域と

の連携を進める。 
 

・愛知県がん診療連

携協議会相談支援

部会の開催（再掲） 

 

  

  

・「がん相談支援セ

ンター」と連携しな

がら、がんの治療や

緩和ケア、相談支援

等に関する情報提

供を行い、がん患者

や家族の支援を行

う。 
 

・がん診療連携拠点

病院機能強化事業

による支援 
 
・「あいちのがんサ

ポートブック」及び

「リーフレット」を

作成・配布（再掲） 

  
 
・「あいち

のがんサ

ポ ー ト

ブック」

を作成・

配布（再

掲） 

 
 
 
 

  

・６５歳以上の高齢

者については、介

護保険制度や各種

福祉制度の適用が

可能となる場合が

あるため、市町村

や地域包括支援セ

ンター等と連携し

ながら、制度等の

周知を行う。 
 

・「あいちのがんサ

ポートブック」及び

「リーフレット」を

作成・配布（再掲） 

  
 
・「あいち

のがんサ

ポ ー ト

ブック」

を作成・

配布（再

掲） 

 
 

  

 
 
（２）在宅緩和ケアの推進（４－（５）と同じ） 
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６ ライフステージに応じたがん対策の推進 
（１）がん教育の推進 

①子どもに対する健康と命の大切さ、健康管理、がんに対する正しい理解の促進 
目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

各学校において 

がん教育を実施 
（がん教育を学校保健計

画に位置付けて実施） 

1,077/1,196 学校 

(90％) 

(2017 年度) 

95.4％ 

(2022 年度) 

実施率 100％ 

(2022 年度) 

データ元： 愛知県教育委員会による調査 

  （注）第3期計画策定時の数値は、2017 年度にがん教育を学校保健計画に位置付けた学校数 

 
取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・学校におけるが

ん教育の実施状

況を把握し、実情

に応じた取組が

なされるよう、教

育関係機関等と

連携し、学校ごと

に取り組むがん

教育を支援する。 

 
・がん専門医等に

よる中学生向けの

モデル講座の開催 

 
 
 
 
・がん診療

連携拠点

病院等の

協力を得

て、がん教

育外部講

師リスト

を作成し、

教育委員

会等に提

供 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
・がん教育

総合支援

事業協議

会の開催 
 
 
・がん教育

外部講師

派遣事業 
 

  
 
 
 
 
 
 
・がん教育

等外部講

師連携支

援事業協

議会の開

催 
 

 
・教育関係機関等

と連携し、がん教

育が広く普及する

よう、より効果的

な取組手法等につ

いて検討を行う。 
 

 
・教育委員会の協

力を得て、県内の

教育関係者や医

師、看護師、保健

師等に対するがん

教育研修会を実施 

 
・がん教育

外部講師

向け講習

会の開催 

 
 

 
・がん教育

研修会・

外部講師

研修会の

開催 
 

  

 
 

②子どもを通じた家族や周りへのがん検診等の普及啓発 
取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・子どもへのがん

教育を通じて、

子どもから家族

へ、さらにその

周りの大人へと

波及するよう、

関係機関と連携

した取組を進め

る。 

 
・がん専門医等に

よる中学生向け

のモデル講座の

開催時に保護者

向け啓発資材を

配布 
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（２）小児がん対策 
 ①小児がん拠点病院を中核とした医療体制の整備  

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・小児がん拠点病

院と小児がん診

療に関わる医療

機関等による小

児がんの診療や

相談支援等に関

する協議ができ

る場を設置する

等、小児がん診療

や相談支援等の

連携体制の強化

につながる取組

を検討する。 
 

・小児がん拠点病

院と今後の取り組

みについて検討中 

・小児がん

拠点病院

が設置す

る東海北

陸ブロッ

ク小児が

ん医療提

供体制連

絡協議会

に参画 
 
・小児がん

連携病院

の設置 

 
 
 
 
 
 

 
 

  

・本県の小児がん

の診療体制等を把

握し、関係医療機

関や、小児がん患

者・家族等への情

報提供に取り組

む。 
 

 
・県ホームページ

に小児がんに関す

る情報を掲載 

 

  

  

 
 

②小児がん患者とその家族への支援体制の整備 
取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・小児がん拠点病

院と小児がん診療

に関わる医療機関

等の医療従事者や

教育関係者との連

携を深め、療養中

においても適切な

教育を受けること

のできる環境整備

を推進する。 
 

・がん診療連携拠

点病院等の看護

師等と病気療養

児の教育に携わ

る教員等に、就学

支援に関する研

修会を実施 

 
 
 

    
(新型ｺﾛﾅｳ

ｲ ﾙ ｽ感染

症のため

中止) 

    
・研修会を

Web にて

実施 
 

  

・小児がん拠点病

院と小児がん診

療に関わる医療

機関等と連携し、

小児がん患者と

その家族が安心

して適切な医療

や支援が受けら

れるよう、相談先

や相談できる内

容等の必要な情

報の周知に取り

組む。 
 

 
・退院後の外来治

療や通学に関する

学校との連携体制

整備に係る普及啓

発 
 
・「あいちのがんサ

ポートブック」及

び「リーフレット」

を作成・配布（再

掲） 

  
 
 
 
 
 
 
・「あいち

のがんサ

ポ ー ト

ブック」

を作成・

配布（再

掲） 
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（３）ＡＹＡ世代のがん対策 
取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・小児がん拠点病

院と小児がん診

療に関わる医療

機関等による小

児がん及びＡＹ

Ａ世代の診療や

相談支援等に関

する協議ができ

る場の設置をす

る等、小児がん診

療や相談支援等

の連携体制の強

化につながる取

組を検討する。 
 

・小児がん拠点病

院と今後の取り

組みについて検

討中（再掲） 

・小児が

ん拠点病

院が設置

する東海

北 陸 ブ

ロック小

児がん医

療提供体

制連絡協

議会に参

画（再掲） 
 
・小児が

ん連携病

院の設置

（再掲） 

 
 
 
 
 
 

 
 

  

・国は、関係学会

と協力し、医療

従事者が患者に

対して、治療に

伴う生殖機能へ

の影響等治療前

に正確な情報提

供を行い、生殖

医療を専門とす

る施設に紹介で

きるための体制

を構築するた

め、本県でも患

者等に適切な情

報提供を行うと

ともに、医療機

関等の連携を推

進する。 
 

 
 
 
・国の動向を注視 

 
 
 

・がん・

生殖医療

ネ ッ ト

ワ ー ク

(SOFIA)
と 連 携

し、がん

生殖医療

に関する

情報を発

信 
 
・妊よう

性温存に

ついての

リ ー フ

レットを

作成・配

布 

   

・ＡＹＡ世代のが

ん患者を支援で

きるよう、ニーズ

に応じた情報を

提供し、支援す

る。 
 

・国からの情報を

適宜、がん診療連

携拠点病院等に

周知 
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（４）女性特有のがんに係るがん対策 
①女性特有のがんに関する正しい知識の普及 

目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

【再掲】 

がん検診の 

受診率の向上 

乳がん   26.5％ 

子宮頸がん 29.2％ 

(2015 年度) 

乳がん   14.7％ 

子宮頸がん 17.0％ 

(2021 年度) 

乳がん   50.0％ 

子宮頸がん 50.0％ 

(2021 年度) 

データ元：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 

（乳がんは40 歳から 69 歳、子宮頸がんは 20歳から 69歳を対象として算定している。 

 
 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・がんの罹患状況

を踏まえ、対象年

齢の女性が多く

所属する団体等

と連携したより

効果的な啓発活

動に取り組む。 

・女性特有のがん

対策専門会議での

提言を踏まえ、女

性が多く所属する

団体等（大学、Ｐ

ＴＡ）と連携した

啓発活動を実施 
 
・名古屋ピンクリ

ボ ン フ ェ ス タ

2018 in ナナちゃ

んストリートを実

行委員会と共催

し、啓発イベント

を開催 
 

  
 
 
 
 
 

   

・市町村、医療機

関、企業等と連携

し、女性のがん検

診受診率の向上

等に取り組む。 

・女性向けのがん

検診啓発ポスター

の作成、配布 
 
・がん検診の意義

や内容に関する受

診者への説明資材

を作成し、検診機

関・医療機関等に

情報提供 
 
 
・がん検診の意義

や内容に関する受

診者への説明資材

を講演会実施の際

に配布 
 
 
・女性が活用しや

すい啓発資材（あ

ぶらとり紙）を新

たに作成し、講演

会やイベント等で

配布 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新型ｺﾛﾅ

ｳｲﾙｽ感染

症のため

講演会中

止） 
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②女性ががん検診や治療を受けやすい環境の整備 
取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・市町村、医療機

関等と連携して、

女性が、女性特有

の身体の悩みで医

療機関を受診しや

すく、乳がんや子

宮頸がん等を早期

発見・治療できる

環境づくりに取り

組む。 

・医療機関等にお

ける女性が受診

しやすい環境づ

くりに関する取

組について、県民

に分かりやすく

情報提供（ホーム

ページの更新、啓

発資材等の作成

等） 

     

・乳がんについて

は、月 1回の自己

触診も重要であ

るため、医療機関

等と連携し、県民

に乳がんの自己

触診を促す。 
 

・お風呂ポスター

等の啓発資材の作

成と配布 
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（５）働く世代のがん対策 
 ①就労支援について 
 （ア）医療機関における就労支援 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・がん診断時からが

ん患者や家族が相

談できるよう、「が

ん相談支援セン

ター」の積極的な

周知等を図る。 
 

・「あいちのがんサ

ポートブック」及

び「リーフレット」

を作成・配布（再

掲） 

 ・「あいち

のがんサ

ポ ー ト

ブック」

を作成・

配布（再

掲） 

 

  

・がん患者ががんと

診断されてもすぐ

に仕事を辞めない

よう、「がん相談支

援センター」への

相談を勧める等の

取組を進める。 
 

・主治医からがん患

者に渡すカードの

配布 

 

  

  

・がん患者が治療と

仕事を続けるに

は、患者本人の意

向や状況を踏まえ

た支援が必要なこ

とから、医療機関

（主治医）と企業

の情報共有の必要

性やその方法等に

ついて、周知に努

める。 
 

・がん患者の就労継

続を支援するため

の企業向けパンフ

レットの作成・配

布 

 
 
 
 

・がん患者

の就労継

続を支援

するため

の企業向

けパンフ

レットの

配布 

 

 

  

  
（イ）会社等における就労支援 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・企業等において

がんにかかった

就労者が働き続

けられる職場づ

くりに積極的に

取り組むよう、経

営者や人事労務

担当者等に周知

等を図る。 
 

 
・働く世代のがん

対策講演会の開

催 
 
・治療と仕事の両

立支援フォーラム

の開催 

 
 
 
 
・治療と仕

事の両立

支援取組

事例集の

作成・配布 
 

 
・治療と仕

事の両立

支援取組

事例集の

配布 

 
・治療と仕

事の両立

支援セミ

ナーの開

催 

 
・治療と仕

事の両立

支援取組

事例集の

作成・配布 

 
 
・治療と仕

事の両立

支援セミ

ナー及び

個別相談

会の開催 

・がんにかかった

就労者が治療と仕

事を続けるには、

患者の意向や状況

を踏まえた支援が

必要なことから、

医療機関（主治医）

と企業の情報共有

の必要性やその方

法等について、周

知に努める。 

・がん患者の就労

継続を支援するた

めの企業向けパン

フレットの作成・

配布(再掲) 
 
 
 
 
 
・治療と仕事の両

立支援のための啓

・がん患者

の就労継

続を支援

するため

の企業向

けパンフ

レットの

配布（再

掲）  
・治療と仕

事の両立

支援のた
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発資料の作成・配

布 
めの啓発

資料の配

布 
 
（ウ）関係機関における連携の推進 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・「がん相談支援セ

ンター」や医療機

関、労働関係行政

機関、患者団体等

との連携を図り、

その取組を通じ

て、がん患者が治

療を受けながら働

き続けられる環境

づくりを推進す

る。 

・働く世代のがん

対策講演会の開催

(再掲) 

 

  

  

・国の愛知労働局

と連携し、がん診

療連携拠点病院等

での「就職支援ナ

ビゲーター」によ

る出張相談等を活

用し、治療と仕事

が両立できるよ

う、がん患者を支

援する。 

・「あいち地域治療

と仕事の両立支援

推進チーム会議」

に参画し、地域の

関係機関及び関係

者と連携 

 

  

  

・治療と仕事の両

立支援を推進する

ため、県健康福祉

部は主にがん患者

や家族、医療機関

への取組等を行

い、県産業労働部

は主に企業への取

組等を行うこと

で、環境づくりを

進める。 

・「あいちのがんサ

ポートブック」及

び「リーフレット」

を作成・配布（再

掲） 
  
・治療と仕事の両

立支援フォーラム

の開催（再掲） 
  
・治療と仕事の両

立支援のための啓

発資料の作成・配

布（再掲） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・治療と仕

事の両立

支援取組

事例集の

作成・配布

（再掲） 
 

・「あいち

のがんサ

ポート

ブック」を

作成・配布

（再掲） 
  
 
 
 
・治療と仕

事の両立

支援取組

事例集の

配布（再

掲） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・治療と仕

事の両立

支援セミ

ナーの開

催（再掲） 

 
 
 
 
 
 
 
 
・治療と仕

事の両立

支援取組

事例集の

作成・配布

（再掲） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・治療と仕

事の両立

支援セミ

ナー及び

個別相談

会の開催 
（再掲） 

  
 
 ②従業員に対するがんに関する正しい知識の普及、がん検診の促進 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・企業等と連携し、

働く世代のがん

予 防 と 早 期 発

見・早期治療等へ

の一層の意識啓

発に取り組む。 

・がん対策推進連

携企業の拡大（再

掲） 
 
・県ホームページ

にがん対策に関す

る県の取組やがん
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対策連携企業の取

組を掲載 
 
・がん対策推進連

携企業と共催で

「ピンクリボン街

頭啓発キャンペー

ン」を実施 
 
 
・がん検診受診促

進のための働く世

代向けポスターの

作成・配布 

 
 
 
 
 
 
 
・がん検診

受診促進

のための

働く世代

向けポス

ターの配

布 

 
 
(新型ｺﾛﾅｳ

ｲﾙｽ感染

症 の た

め中止) 

 
 

 
 

・働く世代へがん

についての正し

い情報を提供し、

従業員ががんを

知りがん患者へ

の理解を深め、が

ん患者が働きや

すい職場環境づ

くりの推進に取

り組む。 
 

・働く世代のがん

対策講演会の開催

(再掲)  

 

  

  

 
③外来における放射線療法及び薬物療法の推進（３－（２）と同じ） 
 
④外来緩和ケアの推進（４－（４）と同じ） 

 
 
 
（６）高齢者のがん対策 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・国が策定する高

齢者のがんに関

する診療ガイド

ライン等の動向

を踏まえ、がん診

療連携拠点病院

等の医療機関へ

の普及に努める。 
 ・国の動向を注視 

 
・国からの情報を

適宜、がん診療連

携拠点病院等に周

知 

 
 

 
 

 
 

  

・高齢者のがんに

関する診療ガイ

ドライン等につ

いて、必要に応じ

た関係機関や関

係団体への周知

等に取り組む。 
 
・関係機関や関係

団体と連携しな

がら、がんの治療

や緩和ケア、相談
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支援等に関する

情報提供を行い、

がん患者や家族

の支援を行う。 
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７ がんになっても安心して暮らせる社会の実現 
（１）がんに関する相談支援及び情報提供の推進 
  ①相談支援センターの充実、連携の推進 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・「がん相談支援セ

ンター」は様々な

相談に対応でき

るよう、「がん相

談支援センター」

職員の質の向上

を図る。 
 

 
・がん診療連携拠

点病院等相談支援

センター相談員研

修会の開催 

 

  

  

・がん診療連携拠

点病院等が連携

し、社会保険労務

士による相談や

ハローワークの

出張職業相談、が

ん体験者による

ピア・サポートを

活用することで、

がん患者や家族

の多様なニーズ

に対応できるよ

う相談支援の充

実に努める。 
 

 
・愛知県がんセン

ター等での社会保

険労務士による就

労相談 
 

 

  

  

・がん患者や家族

が困らないよう、

相談窓口を周知

するとともに、専

門の窓口につな

ぐことができる

よう、相談支援機

関や関係機関等

が連携を推進す

る。 
 

・「あいちのがんサ

ポートブック」及

び「リーフレット」

を作成・配布（再

掲） 

  
 
 
・「あいち

のがんサ

ポ ー ト

ブック」を

作成・配布

（再掲） 

 
 

  

・愛知県がん診療

連携協議会相談

支援部会と連携

し、がん診療連携

拠点病院等の「が

ん相談支援セン

ター」における相

談支援体制の充

実を図る。 
 

・愛知県がん診療

連携協議会相談支

援部会の開催（再

掲） 
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 ②相談支援センターの周知 
取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・地域の医療機関

で診断、治療を受

けるがん患者や家

族に対し、「がん相

談支援センター」

を始めとする相談

支援機関等の周知

に努める。 
 

 
・「あいちのがんサ

ポートブック」及

び「リーフレット」

を作成・配布（再

掲）  

・「あいち

のがんサ

ポ ー ト

ブック」を

作成・配布

(再掲) 
 

  

・地域の医療機関

で診断、治療を受

けるがん患者や家

族へ相談窓口や制

度の周知を図るた

め、地域の医療機

関と、「がん相談支

援センター」との

連携を図る。 
 

 
・地域の医療機関

に対し、「がん相談

支援センター」と

連携した講演会を

開催    

  

 
 
  ③ピア・サポートの充実 

取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・ピア・サポート

の充実等により

がん患者及びそ

の家族に対する

相談支援を推進

する。 
 

 
 
・がん患者・家族

に対する相談支

援事業の実施 

 
 
 

  

  

・多くのがん患者

や家族が利用で

きるよう、ピア・

サポート活動の

周知に努める。 

・県民に対し、ピ

ア・サポート活動

を周知する講演

会を開催  
・がん患者・家族

に対する相談支

援に関するチラ

シの作成と医療

機関等への配布 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

  

・国の研修内容の

見直し等に合わ

せ、ピア・サポー

トの取組の充実

を図る。 
 

・ピア・サポート

活動に必要な知

識や対話技術を

学ぶ「ピア・サ

ポーター養成研

修」を開催 
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  ④医療機関に関する診療情報の提供 
目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

５大がんの５年相対生

存率を公表するがん診

療連携拠点病院等 

10(2)/26 病院 

（ ）内は一部公開 

(2017 年 9 月 1 日現在) 

20(2)/28 病院※ 

（ ）内は一部公開 

(2022 年 9 月 1 日現在) 

全てのがん診療連携拠

点病院等 

(100％) 

(2023 年) 

データ元： 愛知県がん診療連携拠点病院等現状調査 

       ※実測生存率を含む 

 

取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・全てのがん診療

連携拠点病院等の

実情に応じて、５

大がんの５年相対

生存率を公表する

よう推進する。 

 
 
・公表する病院の

増加 

 
 
 
 

  

  

・がん診療連携拠

点病院等におけ

る、がん医療に関

する情報を必要

とする患者が得

られるよう、県の

ホームページ等

で適切な情報提

供に努める。 
 

 
 
・国指定、県指定

拠点病院の専門的

な医療従事者の配

置状況を県ホーム

ページに掲載（再

掲） 

 
 
 
 
 

  

  

・適切にセカンド

オピニオンを行え

るよう、県のホー

ムページ等で情報

提供を行う。 
 

 
 
・県ホームページ

に連絡先等を掲載 

 
 
 
 

  

  

 
 
 
（２）がんに関する県民運動等の実施 
  ①市町村及び関係団体等と連携した県民運動の実施 

取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・全ての県民のが

んの予防や早期

発見につながる

よう、多くの関係

機関や団体と連

携しながら、様々

な機会を捉え、啓

発等による県民

運動を展開する。 

・10 月の「がん検

診受診率 50％達

成に向けた集中

キャンペーン月

間」を中心に、

がん検診の普及

啓発のための街

頭啓発活動等を

実施（再掲） 
 
・市町村、がん対

策推進連携企業

及び鉄道会社に

おいてがん検診

啓発ポスターの

掲示を実施（再

掲） 

 
 

 
(新型ｺﾛﾅｳ

ｲ ﾙ ｽ 感染

症のため

中止) 
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・社会全体で広く

啓発活動を進め

る取組とは別に、

がんの罹患状況

を踏まえ、大学や

団体等と連携し、

より効果的な取

組を行う。 

 
・女性特有のがん

対策専門会議で

の提言を踏まえ、

女性が多く所属

する団体等（大

学、ＰＴＡ）と連

携した啓発活動

を実施(再掲) 
 

 

  

  

 
 
  ②大人に対するがんの予防・早期発見のための行動変容、自身のがん罹患も含めたがんに対する正

しい理解の促進 
取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・日頃から忙しく

過ごしている、働

く世代への啓発

を推進するため、

企業と連携した

取組を進める。 
 

 
 
・各圏域地域・職

域連携推進協議

会の開催 

 
 
 
 

  

  

・がん体験者が県

民にがんが身近

な病気であるこ

とを伝え、日頃か

らがんへの意識

を高めてもらう

よう、講演会等に

おいて自分の経

験を話す機会を

設ける等の取組

を行う。 

 
・県民に対し、ピ

ア・サポート活動

を周知する講演

会を開催（再掲） 
 
・働く世代のがん

対策講演会の講

師をがん体験者

に依頼 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

 
 
（３）がんに関する研究の推進 

①がん登録の推進 
目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

がん登録の精度指標 

ＤＣＮ※の割合 

9.1％ 

(2014 年度) 

2.0％ 

(2019 年診断) 

5.0％以下 

(2020 年診断） 

データ元：「愛知県のがん統計」 

※2016 年から全国がん登録の開始に伴い、DCI で算出
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目 標 指 標 第 3期計画策定時 2023 年度 目 標 

がん診療連携拠点病院

等におけるＤＣＮ※の

割合 2.0％以下 

14/26 病院 

（53.8％） 

(2014 年) 

27/27 病院 

(100％) 

(2019 年診断) 

全てのがん診療連携拠

点病院等 

(100％) 

(2020 年診断) 

データ元：「愛知県のがん統計」より、届出数と遡り調査対象件数の合計に対する遡り調査対象件数の割合から算出 

※2016 年から全国がん登録の開始に伴い、DCI で算出 

 

取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・がん登録の制度

維持向上のため

ＤＣＮの割合５．

０％以下を目指

す。 

・地域がん登録の

実施  
・がん登録情報の

集約及び県保健

所・医師会等を通

じて県内医療機

関へ届出を勧奨 
 

 
 
 
 
 
 

    

・がん診療連携拠

点病院等におけ

るＤＣＮ割合２．

０％以下を目指

す。 

・愛知県がん診療

連携協議会院内

がん登録部会に

おいてがん登録

実務者研修会を

開催 
 

 
 
 
 
 

  

  

 
 

②がん登録情報の利活用の推進 
取組の方向性 2018 年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・がん登録の結果

を、市町村や医

療機関だけで

なく、県民にわ

かりやすいが

ん情報として、

情報発信に努

める。 
 

・2015 年診断分

のがん罹患等の

状況を冊子及び

県ホームページ

で公表 

・2016 年

診断分の

がん罹患

等の状況

を冊子及

び県ホー

ムページ

で公表 

・2017 年

診断分の

がん罹患

等の状況

を冊子及

び県ホー

ムページ

で公表 

・2018 年

診断分の

がん罹患

等の状況

を冊子及

び県ホー

ムページ

で公表 

・2019 年

診断分の

がん罹患

等の状況

を冊子及

び県ホー

ムページ

で公表 

 

・県がんセンター

研究所において

がん登録データ

を踏まえた研究

を推進する。 

・がん対策の企

画・評価に必要な

地域がん登録の

資料を活用した、

がんの流行と転

帰の分析研究等

の実施 
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③その他がんに関する研究 
取組の方向性 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021年度 2022 年度 2023 年度 

・県がんセンター

研究所における

研究結果を適切

に情報発信する。 

・国際的な評価の

高い専門誌や学

会等での公表に

よって、愛知県発

の知見として世

界に情報発信 

・県がんセンター

HPやがんセンター

NEWSなどを通じ、

県民に分かり易く

成果を公表 

 

     

・県がんセンター

研究所、医療機

関、関係大学等が

連携した研究の

成果を、がんの予

防や早期発見・早

期治療に活用で

きるよう取り組

む。 

・がんの将来動向

予測や、予防・再

発リスクの低減の

実現に向けた記述

疫学研究の展開 

・一般的ながんの

個別化予防に資す

るゲノム上の個人

差と生活習慣や環

境要因との相互作

用の解明 

・がんの精密医療

の確立や、遺伝性

腫瘍に対する個別

的なリスク評価の

実施に資するがん

ゲノム研究の推進 

・大腸癌や悪性中

皮腫の発癌と転移

の抑制に資する分

子機構の解明 

・がんに関わる実

験研究や社会医学

研究への高度な情

報解析の応用 

・診断・治療への

応用に資するがん

遺伝子やがん微小

環境の制御機構の

解明 

・がん免疫治療の

革新に向けた免疫

細胞によるがん細

胞の排除に関わる
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分子機構の解明 

・分子標的治療薬

に対する耐性克服

に資する耐性獲得

の分子機序の解明 

・網羅的な蛋白発

現解析を通じた血

中バイオマーカー

や分子標的の探

索・同定 

・バイオバンクの

構築による研究基

盤の整備による上

記研究の加速化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県がんセンター

研究所は研究を

通じて、がんの研

究に専門的な知

識を有する人材

の育成を図る。 

・がん研究に関わ

る知識と技術を習

得するリサーチレ

ジデントを養成 

・名古屋大学医学

系研究科の連携大

学院として、がん

研究を志す大学院

生を教育 

・大学等の他機関

から派遣された任

意研修生のがん研

究に関わる修練の

場の提供 

・県がんセンター

発の研究成果の公

表と情報交換のた

めの研究員の諸外

国への派遣 

 

     

 


